
課程 募集定員 320人

288 人 （募集定員の 90 ％ ）

：

32 人 （募集定員の 10 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 695 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 55 点

＜ 合　計＞ 550 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路志望
　　(4)口頭試問
　４　観点
　　(1)態度　　１５点
　　(2)表現力　１５点
　　(3)理解力　２５点

国語、数学、英語、社会、理科 全学年の評定を１．０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する３２人の
　　２００％の範囲に含まれる者（６４人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活動
　　の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の３及び４のいずれかに当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、校訓「自重献身」、標語「自発能動」のもと、自主自立の精神に充ちた、社会に貢献できるリーダーの育成を目指しています。
文部科学省のスーパーサイエンスハイスクールの指定を受け、学校設定教科「学術研究」における課題研究を中心としたさまざまな取組を
行っています。授業では、早期に学習スタイルを確立し、積極的に授業に臨み確かな学力を身に付けています。学校行事や部活動も盛ん
で、生徒が企画・運営を行っており、生徒自らの主体性を伸ばしています。確かな学力に裏打ちされた健全な批判力で、社会における諸問
題を解決しようとする意識を身に付けています。他者を尊重し、自らも伸び伸びと活躍できる活気のある学校です。

〇求める生徒像
　社会に貢献できるリーダーを目指し、高校生活のあらゆる場面で自己の可能性を追求しながら、積極的に他者と関わっていこうとする、
次の１～４の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　極めて優秀な学力を有し、学問の本質を探究する意欲にあふれた生徒
　２　課題の解決やその取組の発信に積極的で、よりよい社会の構築にむけて理想を実現しようとする高い志を有する生徒
　３　幅広い知識、または優れた技能を有し、主体的な学習者として、継続的に日々努力できる生徒
　４　部活動、特別活動、校外活動等で中心的な役割を担い、または優れた能力や顕著な実績がある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科学校名 宮城県仙台第一高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 240人

101 人 （募集定員の 75 ％ ）

：

34 人 （募集定員の 25 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 270 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 770 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する３４人の
　　１３０％の範囲に含まれる者（４４人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活動
　　の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

第２志望とすることができ
る学科・コース

学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

　上記「求める生徒像」の２～５のいずれかに当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

※募集定員には、併設型中学校（仙台二華中学校）からの入学予定者105名を含む。

普通科学校名 宮城県仙台二華高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、｢進取創造｣｢至誠貢献｣を校訓とし、豊かな心と高い知性をもち、自分から進んで物事に取り組もうとする気質と創造性にあふ
れ、社会のリーダーとして、わが国や世界の発展に貢献できる人材の育成を目指しています。地域社会や日本、世界が抱える課題につい
て、教科の枠を超えた取組や、本物に触れる体験を通して、学ぶ意義や自分の在り方、生き方を考えることで、学習意欲の向上につなげ
ていきます。考え、話し合う時間を十分に確保した、一人一人が主体となる授業を実施し、生涯にわたって学び続ける力を育成するとと
もに、多様な類型と選択科目を設定し、進路希望を実現するために必要な学びを提供します。

〇求める生徒像
　主体的に学び、考え、高め合い、目標達成に向けて粘り強く努力する皆さんをお待ちしています。本校の特色ある教育活動を理解し、
学業や諸活動に強い意志と熱意をもって取り組むことができる、次の１～５のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　学業成績・人物ともに特に優れている生徒
　２　部活動において顕著な成果を収めている生徒
　３　校外のスポーツ・文化・芸術活動において高い評価を得ている生徒
　４　生徒会活動・ボランティア活動において、指導的役割を果たし、高い評価を得ている生徒
　５　地域貢献や国際交流に関わる活動実績があり、高い評価を得ている生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 280人

224 人 （募集定員の 80 ％ ）

：

56 人 （募集定員の 20 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 270 点

：

：

　２　  学力検査 800 点

：

：

＜ 合　計＞ 1070 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科学校名 宮城県仙台三桜高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校では、校訓である｢自律｣｢聡明｣｢敬愛｣を根本に、豊かな個性と進取の気風をもち、広く社会に貢献できる生徒及び他者への思いやり
に満ち、心身ともに健康な生徒の育成に努めています。また、高い知識と技能の修得に努め、いかなる困難にも打ち克つ強い心を育みたい
と考えています。
　部活動や生徒会活動も盛んで、スポーツや文化的活動、ボランティア活動など様々な分野で、多くの生徒が放課後も意欲的に活動してい
る、活気に満ちた学校です。

〇求める生徒像
　人間性豊かで、知性にあふれ、本校の部活動や特別活動等に積極的に取り組み、自らの目標を実現しようとする、次の１～５の全てに当
てはまる生徒を求めます。
　１　夢や高い志をもち、自己実現や社会貢献に必要な知識と技能を身に付ける努力を、継続的に行える生徒
　２　人を思いやる心と広い視野をもち、困難の克服や課題の解決に向けて、他者と協働しながら積極的に取り組める生徒
　３　学校生活の場で、リーダーシップを発揮できる生徒
　４　日々の学習への取組が真摯で、特に国語・数学・英語の成績に秀でる生徒
　５　部活動、特別活動、校外活動で意欲的に取り組める生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４、５についての、中学校段階での結果を重視します。また、中学校において日々の学習に努力
し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。学力検査では、特に国語、数学、英語を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、英語

社会、理科

得点を２．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する５６人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（８４人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

得点を１．０倍にする

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 160人

112 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

48 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 695 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 理数科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する４８人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（５７人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活動
　　の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の２と３に当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
 本校は「自律･和敬」の校訓のもと、一人一人が自ら考えて行動することを大切にし、知性と思いやりにあふれ、社会に貢献する人物を育
てることを目標にしています。生徒達は授業に意欲的に取り組み、基礎・基本をもとに発展的なテーマについて互いに学び合うことで、課
題解決能力を身に付け、希望進路実現を目指して努力しています。また体育大会や文化祭などの学校行事、部活動、そして教育活動を支え
る総合的な探究の時間「向陵プラーニング」に積極的に取り組み、学校生活を通して人間性を高め、未来を切り拓く力を伸ばしています。
緑豊かな環境で、友人達と切磋琢磨し、自分の可能性を広げることのできる学校です。

○求める生徒像
　自分の希望進路実現と社会貢献に向けて努力することができ、学校の諸活動に積極的に取り組むことができる、次の１～３のいずれかに
当てはまる生徒を求めます。
　１　学習成績が優秀で、将来について深く考え、探究活動に主体的に取り組む生徒
　２　特別活動・スポーツ・文化活動・語学の資格取得のいずれかに実績のある生徒
　３　部活動や特別活動などで、リーダーを務めた経験のある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科学校名 宮城県仙台向山高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

28 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

12 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 700 点

：

：

＜ 合　計＞ 925 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

理数科学校名 宮城県仙台向山高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は「自律･和敬」の校訓のもと、一人一人が自ら考えて行動することを大切にし、知性と思いやりにあふれ、社会に貢献する人物を
育てることを目標にしています。生徒達は授業に意欲的に取り組み、基礎・基本をもとに発展的なテーマについて互いに学び合うことで、
課題解決能力を身に付け、希望進路実現を目指して努力しています。また体育大会や文化祭などの学校行事、部活動、そして教育活動を支
える理数探究と総合的な探究の時間「向陵プラーニング」に積極的に取り組み、学校生活を通して人間性を高め、未来を切り拓く力を伸ば
しています。緑豊かな環境で、友人達と切磋琢磨し、自分の可能性を広げることのできる学校です。

○求める生徒像
　自分の希望進路実現と社会貢献に向けて努力することができ、学校の諸活動に積極的に取り組むことができる、次の１～３のいずれかに
当てはまる生徒を求めます。
　１　理数科目を得意とし、学習成績が優秀で、将来について深く考え、探究活動に主体的に取り組む生徒
　２　特別活動・スポーツ・文化活動・語学の資格取得のいずれかに実績のある生徒
　３　部活動や特別活動などで、リーダーを務めた経験のある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の２と３に当てはまる生徒を重視します。学力検査では、特に数学、理科を重視しま
す。中学校において日々の学習に努力し、数学と理科で良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、社会、英語 全学年の評定を１. ０倍にする

数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、社会、英語

数学、理科

得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１２人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（１４人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活動
　　の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

得点を２．０倍にする

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 普通科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 280人

224 人 （募集定員の 80 ％ ）

：

56 人 （募集定員の 20 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 135 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 635 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 50 点

＜ 合　計＞ 575 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科学校名 宮城県仙台南高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、「総合力は南高で」をスローガンに、何事にも全力で取り組んでいます。授業では、ICTも活用して、思考力を中心とした高い
学力を育成しています。総合的な探究の時間では『公孫樹プログラム』として、自ら課題を見つけ、追究し、自分なりの結論を導く探究的
な活動をとおして、主体的に学習に取り組める力を伸ばしています。部活動は、文化部、運動部ともに活発に活動しており、全国大会にも
出場しています。生徒会活動では、生徒が主体となり企画・運営を行い、学校行事はとても盛り上がります。
　本校は、学習・部活動・学校行事にバランスよく取り組むことができ、リーダーシップを発揮して社会に貢献できる高校生を育む学校で
す。

〇求める生徒像
　学習、部活動、学校行事にバランスよく、何事にも意欲的に挑戦したい次の１～５の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　日々の学習をとおして思考力・判断力を磨き、社会の変化に柔軟に対応できる高い知性を身に付けようと努力する生徒
　２　優しさと思いやりがあり、他者を尊重しながら、仲間とともにそれぞれの成長を目指し切磋琢磨することのできる生徒
　３　夢に向けた具体的な目標を立て、その実現に向けて学習や部活動・学校行事に主体的・意欲的に取り組むことのできる生徒
　４　自ら課題を発見し、他者と協力しながら、主体性をもって探究活動に積極的に取り組むことができる生徒
　５　地域に対する感謝の気持ちをもち、学習やボランティア活動などをとおして、積極的に地域や社会に貢献できる生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１及び３のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、中学校におい
て日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を１. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する５６人の
　　２００％の範囲に含まれる者（１１２人）を対象として行う。

第２志望とすることができ
る学科・コース

・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活動
　　の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路希望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度　　　２０点
　　(2)表現力等　３０点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 240人

216 人 （募集定員の 90 ％ ）

：

24 人 （募集定員の 10 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 695 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科学校名 宮城県仙台西高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、多様な興味や進路希望（大学・短大・専門学校・公務員等）に対応可能な学習活動ができる学校です。基本的な生活習慣や家庭
学習の習慣を確立させ、高校卒業後も活躍できる人材の育成を目指します。また、部活動をはじめとした特別活動等へ積極的に参加するこ
とにより、豊かな創造性や生きる力、自律的な生活態度を育成することを目指します。
　
〇求める生徒像
　本校では、次の１～３の全てに当てはまり、かつ４または５のいずれかに当てはまる、学習活動や特別活動及び部活動等でけん引役とな
るような生徒を求めます。
　１　高い学力を有し、上級学校への進学を目指す生徒
　２　目標をもって自主学習を継続し、自ら課題を解決しようとする生徒
　３　人の意見をよく聞き、他者を思いやることのできる生徒
　４　部活動や特別活動等で、優れた能力や実績をもつ生徒またはリーダーシップを発揮して積極的に活動した生徒
　５　ボランティア活動や校外活動等で、意欲をもって継続的に活動した経験をもつ生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学習に努
力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２４人の
　　２００％の範囲に含まれる者（４８人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活動
　　の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　　(1)志望動機
　　　(2)中学校での活動状況
      (3)将来の進路希望
      (4)その他
  ４　観点
　　　(1)態度　(2)表現力
　　　(3)判断力

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック

41



課程 募集定員 200人

100 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

100 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 700 点

：

：

＜ 合　計＞ 895 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 英語科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１００人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（１２０人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活動
　　の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

得点を１．２５倍にする

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４に当てはまる生徒を重視します。学力検査では、特に国語、数学、英語
を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、英語

社会、理科

得点を１．５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、「Enjoy East!」をキャッチフレーズに、教育活動のあらゆる場面で生徒が主役となることをモットーとしています。また、国
際社会の中で広い視野をもち、地域から世界までをしっかりと見据えながら様々な場面で社会に貢献できる人間の育成を目指しています。
　本校の探究活動では、国際理解探究や社会貢献プログラムに取り組み、探究的な学びを深めることでグローバルな視野をもち、自主自律
の精神及び柔軟で創造的な考え方と、学んだことを活用して自ら考える「確かな学力」を養います。また、多様な価値観を理解して他者と
協働しながら問題を解決していくことができる生徒の育成に努めています。

〇求める生徒像
　学習活動と特別活動を両立しながら、世界や地域社会に関心をもち、様々なことに意欲的に挑戦する、次の１～４の全てに当てはまる生
徒を求めます。
　１　基本的な生活習慣が身に付いており、自主自律の精神を身に付けようとする生徒
　２　国際理解・異文化理解に関心をもち、多様な価値観を理解しながら、他者と協働して国際社会や地域に貢献する意欲のある生徒
　３　部活動、特別活動、校外活動に積極的に取り組んだ実績があり、入学後も様々な活動に意欲をもって取り組もうとする生徒
　４　５教科の学習成績が優良で、特に国語・数学・英語の学習成績が優秀である生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 特色選抜　→　共通選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科学校名 宮城県仙台東高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 700 点

：

：

＜ 合　計＞ 895 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 普通科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２０人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活動
　　の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

得点を１．２５倍にする

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の５に当てはまる生徒を重視します。学力検査では、特に英語を重視しま
す。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

英語

国語、数学、社会、理科

得点を２．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、「Enjoy East!」をキャッチフレーズに、教育活動のあらゆる場面で生徒が主役となることをモットーとしています。また、国
際社会の中で広い視野をもち、地域から世界までをしっかりと見据えながら様々な場面で社会に貢献できる人間の育成を目指しています。
　本校の探究活動では、国際理解探究や社会貢献プログラムに取り組み、探究的な学びを深めることでグローバルな視野をもち、自主自律
の精神及び柔軟で創造的な考え方と、学んだことを活用して自ら考える「確かな学力」を養います。また、多様な価値観を理解して他者と
協働しながら問題を解決していくことができる生徒の育成に努めています。

〇求める生徒像
　学習活動と特別活動を両立しながら、世界や地域社会に関心をもち、様々なことに意欲的に挑戦する、次の１～５の全てに当てはまる生
徒を求めます。
　１　英語の基礎的能力が身に付いており、コミュニケーション能力を高め、多様な価値観をもつ人と積極的に関わることで、様々な
　　場面で社会に貢献する意欲のある生徒
  ２　基本的な生活習慣が身に付いており、自主自律の精神を身に付けようとする生徒
　３　国際理解・異文化理解に関心をもち、多様な価値観を理解しながら、他者と協働して国際社会や地域に貢献する意欲のある生徒
　４　部活動、特別活動、校外活動に積極的に取り組んだ実績があり、入学後も様々な活動に意欲をもって取り組もうとする生徒
　５　５教科の学習成績が優良で、特に英語の学習成績が優秀である生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 特色選抜　→　共通選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

英語科学校名 宮城県仙台東高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 80人

56 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

24 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 695 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

電子機械科、電気科、化学工業科、
インテリア科、情報技術科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２４人の
　　１３５％の範囲に含まれる者（３２人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の５及び６のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、中学校におい
て日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、「誠実、節度、創造」を校訓とし、県内の工業教育をけん引する工業高校として、確かな学力と高い専門性を習得させるととも
に、グローバル化が一層進展する社会や超スマート社会（Society5.0）に対応するために必要な資質・能力を育成します。“もの（技術）
づくり、ひと（人材）づくり、ゆめ（未来）づくり”をキャッチフレーズに、グローバルな視野をもち、ものづくり産業で活躍できる人材
を育成することで、地域社会に貢献する学校を目指します。
　部活動も盛んで、日々熱心に活動し、その成果を十二分に発揮し、東北大会や全国大会につながる輝かしい実績を残しております。

〇求める生徒像
　本校機械科では、地元はもとより全国の製造業を中心とした産業の担い手を目指し、その実現のために関連産業への就職や工業系大学等
への進学を通じて夢を実現しようとする意欲があり、次の１～６のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　機械工業及びこれに関する諸分野に興味･関心があり、学習活動に意欲的に取り組む生徒
　２　基本的な生活習慣が身に付いており、何事にも真剣に取り組み、日々の学習を大事にする生徒
　３　自己の進路実現のために継続的に努力できる生徒
　４　日頃の学習に併せて機械科の専門性を生かした資格取得や特別活動にも積極的に取り組む生徒
　５　部活動、特別活動、校外活動等で優れた能力があり顕著な実績をあげた生徒
　６　部活動や特別活動等でのリーダーの経験がある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

機械科学校名 宮城県工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

28 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

12 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 695 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

電子機械科学校名 宮城県工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、「誠実、節度、創造」を校訓とし、県内の工業教育をけん引する工業高校として、確かな学力と高い専門性を習得させるととも
に、グローバル化が一層進展する社会や超スマート社会（Society5.0）に対応するために必要な資質・能力を育成します。“もの（技術）
づくり、ひと（人材）づくり、ゆめ（未来）づくり”をキャッチフレーズに、グローバルな視野をもち、ものづくり産業で活躍できる人材
を育成することで、地域社会に貢献する学校を目指します。
　部活動も盛んで、日々熱心に活動し、その成果を十二分に発揮し、東北大会や全国大会につながる輝かしい実績を残しております。

〇求める生徒像
　本校電子機械科では、地元はもとより全国の製造業を中心とした産業の担い手を目指し、その実現のために関連産業への就職や工業系大
学等への進学を通じて夢を実現しようとする意欲があり、次の１～６のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　メカトロニクス工業及びこれに関する諸分野に興味･関心があり、学習活動に意欲的に取り組む生徒
　２　基本的な生活習慣が身に付いており、何事にも真剣に取り組み、日々の学習を大事にする生徒
　３　自己の進路実現のために継続的に努力できる生徒
　４　日頃の学習に併せて電子機械科の専門性を生かした資格取得や特別活動にも積極的に取り組む生徒
　５　部活動、特別活動、校外活動等で優れた能力があり顕著な実績をあげた生徒
　６　部活動や特別活動等でのリーダーの経験がある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の５及び６のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、中学校におい
て日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１２人の
　　１３５％の範囲に含まれる者（１６人）を対象として行う。

・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

機械科、電気科、化学工業科、
インテリア科、情報技術科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 80人

56 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

24 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 695 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

電気科学校名 宮城県工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、「誠実、節度、創造」を校訓とし、県内の工業教育をけん引する工業高校として、確かな学力と高い専門性を習得させるととも
に、グローバル化が一層進展する社会や超スマート社会（Society5.0）に対応するために必要な資質・能力を育成します。“もの（技術）
づくり、ひと（人材）づくり、ゆめ（未来）づくり”をキャッチフレーズに、グローバルな視野をもち、ものづくり産業で活躍できる人材
を育成することで、地域社会に貢献する学校を目指します。
　部活動も盛んで、日々熱心に活動し、その成果を十二分に発揮し、東北大会や全国大会につながる輝かしい実績を残しております。

〇求める生徒像
　本校電気科では、地元はもとより全国の製造業を中心とした産業の担い手を目指し、その実現のために関連産業への就職や工業系大学等
への進学を通じて夢を実現しようとする意欲があり、次の１～６のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　電気機器製造業、電気事業・電気工事及びその他電気関係の諸分野に興味･関心があり、学習活動に意欲的に取り組む生徒
　２　基本的な生活習慣が身に付いており、何事にも真剣に取り組み、日々の学習を大事にする生徒
　３　自己の進路実現のために継続的に努力できる生徒
　４　日頃の学習に併せて電気科の専門性を生かした資格取得や特別活動にも積極的に取り組む生徒
　５　部活動、特別活動、校外活動等で優れた能力があり顕著な実績をあげた生徒
　６　部活動や特別活動等でのリーダーの経験がある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の５及び６のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、中学校におい
て日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２４人の
　　１３５％の範囲に含まれる者（３２人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

機械科、電子機械科、化学工業科、
インテリア科、情報技術科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

28 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

12 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 695 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

機械科、電子機械科、電気科、
化学工業科、インテリア科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１２人の
　　１３５％の範囲に含まれる者（１６人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の５及び６のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、中学校におい
て日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、「誠実、節度、創造」を校訓とし、県内の工業教育をけん引する工業高校として、確かな学力と高い専門性を習得させるととも
に、グローバル化が一層進展する社会や超スマート社会（Society5.0）に対応するために必要な資質・能力を育成します。“もの（技術）
づくり、ひと（人材）づくり、ゆめ（未来）づくり”をキャッチフレーズに、グローバルな視野をもち、ものづくり産業で活躍できる人材
を育成することで、地域社会に貢献する学校を目指します。
　部活動も盛んで、日々熱心に活動し、その成果を十二分に発揮し、東北大会や全国大会につながる輝かしい実績を残しております。

〇求める生徒像
　本校情報技術科では、地元はもとより全国の製造業を中心とした産業の担い手を目指し、その実現のために関連産業への就職や工業系大
学等への進学を通じて夢を実現しようとする意欲があり、次の１～６のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　コンピュータシステムの設計・開発やコンピュータを利用する分野に興味･関心があり、学習活動に意欲的に取り組む生徒
　２　基本的な生活習慣が身に付いており、何事にも真剣に取り組み、日々の学習を大事にする生徒
　３　自己の進路実現のために継続的に努力できる生徒
　４　日頃の学習に併せて情報技術科の専門性を生かした資格取得や特別活動にも積極的に取り組む生徒
　５　部活動、特別活動、校外活動等で優れた能力があり顕著な実績をあげた生徒
　６　部活動や特別活動等でのリーダーの経験がある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

情報技術科学校名 宮城県工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

28 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

12 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 695 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

化学工業科学校名 宮城県工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、「誠実、節度、創造」を校訓とし、県内の工業教育をけん引する工業高校として、確かな学力と高い専門性を習得させるととも
に、グローバル化が一層進展する社会や超スマート社会（Society5.0）に対応するために必要な資質・能力を育成します。“もの（技術）
づくり、ひと（人材）づくり、ゆめ（未来）づくり”をキャッチフレーズに、グローバルな視野をもち、ものづくり産業で活躍できる人材
を育成することで、地域社会に貢献する学校を目指します。
　部活動も盛んで、日々熱心に活動し、その成果を十二分に発揮し、東北大会や全国大会につながる輝かしい実績を残しております。

〇求める生徒像
　本校化学工業科では、地元はもとより全国の製造業を中心とした産業の担い手を目指し、その実現のために関連産業への就職や工業系大
学等への進学を通じて夢を実現しようとする意欲があり、次の１～６のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　化学工業、環境及びこれらに関する諸分野に興味･関心があり、学習活動に意欲的に取り組む生徒
　２　基本的な生活習慣が身に付いており、何事にも真剣に取り組み、日々の学習を大事にする生徒
　３　自己の進路実現のために継続的に努力できる生徒
　４　日頃の学習に併せて化学工業科の専門性を生かした資格取得や特別活動にも積極的に取り組む生徒
　５　部活動、特別活動、校外活動等で優れた能力があり顕著な実績をあげた生徒
　６　部活動や特別活動等でのリーダーの経験がある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の５及び６のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、中学校におい
て日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１２人の
　　１３５％の範囲に含まれる者（１６人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

機械科、電子機械科、電気科、
インテリア科、情報技術科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

28 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

12 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 695 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

機械科、電子機械科、電気科、
化学工業科、情報技術科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１２人の
　　１３５％の範囲に含まれる者（１６人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の５及び６のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、中学校におい
て日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、「誠実、節度、創造」を校訓とし、県内の工業教育をけん引する工業高校として、確かな学力と高い専門性を習得させるととも
に、グローバル化が一層進展する社会や超スマート社会（Society5.0）に対応するために必要な資質・能力を育成します。“もの（技術）
づくり、ひと（人材）づくり、ゆめ（未来）づくり”をキャッチフレーズに、グローバルな視野をもち、ものづくり産業で活躍できる人材
を育成することで、地域社会に貢献する学校を目指します。
　部活動も盛んで、日々熱心に活動し、その成果を十二分に発揮し、東北大会や全国大会につながる輝かしい実績を残しております。

〇求める生徒像
　本校インテリア科では、地元はもとより全国の製造業を中心とした産業の担い手を目指し、その実現のために関連産業への就職や工業系
大学等への進学を通じて夢を実現しようとする意欲があり、次の１～６のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　デザイン技術・インテリア施工、建築設計等の諸分野に興味･関心があり、学習活動に意欲的に取り組む生徒
　２　基本的な生活習慣が身に付いており、何事にも真剣に取り組み、日々の学習を大事にする生徒
　３　自己の進路実現のために継続的に努力できる生徒
　４　日頃の学習に併せてインテリア科の専門性を生かした資格取得や特別活動にも積極的に取り組む生徒
　５　部活動、特別活動、校外活動等で優れた能力があり顕著な実績をあげた生徒
　６　部活動や特別活動等でのリーダーの経験がある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

インテリア科学校名 宮城県工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 30人

18 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

12 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 292.5 点

：

：

　２　  学力検査 250 点

：

＜ 合　計＞ 542.5 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 75 点

＜ 合　計＞ 600 点

　Ⅱ　選抜方法

建築科学校名 仙台市立仙台工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、生徒一人ひとりを大切にする工業高校です。さまざまな進路に対応した授業や実習を通じ、将来、自分が育った地域を支え、発
展させる気持ちを持った技術者を育成することを目指しています。生徒たちは部活動や各種コンテスト、生徒会活動を通じて感性を磨き、
コミュニケーション力を高めながら、仲間とともに目標に向かって意欲的に活動しています。建築科では、快適な住居空間を計画・造形・
デザインができる豊かな感性と技術力を身につけた技術者を育成するために、実践的なカリキュラムの中で学びを行います。

〇求める生徒像
　自分の目標に向かって努力することができ、コミュニケーションを大切にしながら、様々なことに意欲的に挑戦する、次の１～５のいず
れかに当てはまる生徒を求めます。
　１　ものづくりに関心を持ち、本校建築科で学ぶ目的が明確になっている生徒
　２　基本的生活習慣が身に付いており、豊かな人間関係を築くことができる生徒
　３　日々の授業を大切にし、自らの学力を向上させようと努力している生徒
　４　部活動、校外でのスポーツ活動や文化活動で優れた実績があり、部活動や課外活動に積極的に取り組む生徒
　５　特別活動等でリーダーの経験がある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４及び５のいずれかに当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１．５倍にする　

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を３．０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．５倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１２人の
　　２００％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態　個人面接
　２　時間　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望理由
    (2)進路希望
　  (3)入学後の学習や部活動
　４　観点
 　 (1)態度　　　　２５点
　　(2)表現力　　　２５点
 　 (3)関心・意欲　２５点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

機械科、電気科、土木科、情報科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 60人

36 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

24 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 292.5 点

：

：

　２　  学力検査 250 点

：

＜ 合　計＞ 542.5 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 75 点

＜ 合　計＞ 600 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態　個人面接
　２　時間　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望理由
    (2)進路希望
　  (3)入学後の学習や部活動
　４　観点
 　 (1)態度　　　　２５点
　　(2)表現力　　　２５点
 　 (3)関心・意欲　２５点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

建築科、電気科、土木科、情報科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２４人の
　　２００％の範囲に含まれる者（４８人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４及び５のいずれかに当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１．５倍にする　

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を３．０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、生徒一人ひとりを大切にする工業高校です。さまざまな進路に対応した授業や実習を通じ、将来、自分が育った地域を支え、発
展させる気持ちを持った技術者を育成することを目指しています。生徒たちは部活動や各種コンテスト、生徒会活動を通じて感性を磨き、
コミュニケーション力を高めながら、仲間とともに目標に向かって意欲的に活動しています。機械科では、材料や加工、設計、情報などを
幅広く学びます。３年次より「機械系選択」ではものづくり技術を更に深め、「制御系選択」では自動化に欠かせない制御について学ぶこ
とで、産業界で活躍できる技術者としての資質、能力、創造力を育みます。

〇求める生徒像
　自分の目標に向かって努力することができ、コミュニケーションを大切にしながら、様々なことに意欲的に挑戦する、次の１～５のいず
れかに当てはまる生徒を求めます。
　１　ものづくりに関心を持ち、本校機械科で学ぶ目的が明確になっている生徒
　２　基本的生活習慣が身に付いており、豊かな人間関係を築くことができる生徒
　３　日々の授業を大切にし、自らの学力を向上させようと努力している生徒
　４　部活動、校外でのスポーツ活動や文化活動で優れた実績があり、部活動や課外活動に積極的に取り組む生徒
　５　特別活動等でリーダーの経験がある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

機械科学校名 仙台市立仙台工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

24 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

16 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 292.5 点

：

：

　２　  学力検査 250 点

：

＜ 合　計＞ 542.5 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 75 点

＜ 合　計＞ 600 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態　個人面接
　２　時間　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望理由
    (2)進路希望
　  (3)入学後の学習や部活動
　４　観点
 　 (1)態度　　　　２５点
　　(2)表現力　　　２５点
 　 (3)関心・意欲　２５点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

建築科、機械科、土木科、情報科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１６人の
　　２００％の範囲に含まれる者（３２人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４及び５のいずれかに当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１．５倍にする　

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を３．０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、生徒一人ひとりを大切にする工業高校です。さまざまな進路に対応した授業や実習を通じ、将来、自分が育った地域を支え、発
展させる気持ちを持った技術者を育成することを目指しています。生徒たちは部活動や各種コンテスト、生徒会活動を通じて感性を磨き、
コミュニケーション力を高めながら、仲間とともに目標に向かって意欲的に活動しています。電気科では、進歩する産業界に対応できるよ
うな高度で専門的な知識と技術を学ぶと共に、地域企業と協力しながら、地域社会が求めている電気技術を学んでいきます。

〇求める生徒像
　自分の目標に向かって努力することができ、コミュニケーションを大切にしながら、様々なことに意欲的に挑戦する、次の１～５のいず
れかに当てはまる生徒を求めます。
　１　ものづくりに関心を持ち、本校電気科で学ぶ目的が明確になっている生徒
　２　基本的生活習慣が身に付いており、豊かな人間関係を築くことができる生徒
　３　日々の授業を大切にし、自らの学力を向上させようと努力している生徒
　４　部活動、校外でのスポーツ活動や文化活動で優れた実績があり、部活動や課外活動に積極的に取り組む生徒
　５　特別活動等でリーダーの経験がある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

電気科学校名 仙台市立仙台工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 30人

18 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

12 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 292.5 点

：

：

　２　  学力検査 250 点

：

＜ 合　計＞ 542.5 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 75 点

＜ 合　計＞ 600 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態　個人面接
　２　時間　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望理由
    (2)進路希望
　  (3)入学後の学習や部活動
　４　観点
 　 (1)態度　　　　２５点
　　(2)表現力　　　２５点
 　 (3)関心・意欲　２５点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

建築科、機械科、電気科、情報科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１２人の
　　２００％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４及び５のいずれかに当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１．５倍にする　

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を３．０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、生徒一人ひとりを大切にする工業高校です。さまざまな進路に対応した授業や実習を通じ、将来、自分が育った地域を支え、発
展させる気持ちを持った技術者を育成することを目指しています。生徒たちは部活動や各種コンテスト、生徒会活動を通じて感性を磨き、
コミュニケーション力を高めながら、仲間とともに目標に向かって意欲的に活動しています。土木科では、安全・安心で快適な市民生活を
支えている土木技術を、基礎から応用まで順序よく学びます。そして地域社会に貢献できる土木技術者としての資質・能力を育てます。

〇求める生徒像
　自分の目標に向かって努力することができ、コミュニケーションを大切にしながら、様々なことに意欲的に挑戦する、次の１～５のいず
れかに当てはまる生徒を求めます。
　１　ものづくりに関心を持ち、本校土木科で学ぶ目的が明確になっている生徒
　２　基本的生活習慣が身に付いており、豊かな人間関係を築くことができる生徒
　３　日々の授業を大切にし、自らの学力を向上させようと努力している生徒
　４　部活動、校外でのスポーツ活動や文化活動で優れた実績があり、部活動や課外活動に積極的に取り組む生徒
　５　特別活動等でリーダーの経験がある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

土木科学校名 仙台市立仙台工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

24 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

16 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 292.5 点

：

：

　２　  学力検査 250 点

：

＜ 合　計＞ 542.5 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 75 点

＜ 合　計＞ 600 点

　Ⅱ　選抜方法

情報科学校名 仙台市立仙台工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、生徒一人ひとりを大切にする工業高校です。さまざまな進路に対応した授業や実習を通じ、将来、自分が育った地域を支え、発
展させる気持ちを持った技術者を育成することを目指しています。生徒たちは部活動や各種コンテスト、生徒会活動を通じて感性を磨き、
コミュニケーション力を高めながら、仲間とともに目標に向かって意欲的に活動しています。情報科では、コンピュータのプログラミング
を中心に学んでいきます。また、地域企業で活躍している技術者を積極的に招き、より専門的な情報教育を行っていきます。

〇求める生徒像
　自分の目標に向かって努力することができ、コミュニケーションを大切にしながら、様々なことに意欲的に挑戦する、次の１～５のいず
れかに当てはまる生徒を求めます。
　１　ものづくりに関心を持ち、本校情報科で学ぶ目的が明確になっている生徒
　２　基本的生活習慣が身に付いており、豊かな人間関係を築くことができる生徒
　３　日々の授業を大切にし、自らの学力を向上させようと努力している生徒
　４　部活動、校外でのスポーツ活動や文化活動で優れた実績があり、部活動や課外活動に積極的に取り組む生徒
　５　特別活動等でリーダーの経験がある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４及び５のいずれかに当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１．５倍にする　

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を３．０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．５倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１６人の
　　２００％の範囲に含まれる者（３２人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態　個人面接
　２　時間　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望理由
    (2)進路希望
　  (3)入学後の学習や部活動
　４　観点
 　 (1)態度　　　　２５点
　　(2)表現力　　　２５点
 　 (3)関心・意欲　２５点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 建築科、機械科、電気科、土木科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

8 人 （募集定員の 20 ％ ）

：

32 人 （募集定員の 80 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 250 点

：

　３　  面接 ４段階評価 （Ａ～D）
＜ 合　計＞ 445 点

　Ⅱ　選抜方法

　
　Ⅲ　社会人特別選抜：有

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 200 点

：

　３　  面接 ４段階評価 （Ａ～D）

＜ 合　計＞ 395 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１．０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学 各教科１００点満点

・国語と数学の学力検査及び面接を実施する。（面接については学校へ問い合わせること。）

第２志望とすることができ
る学科・コース 機械システム科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から，特色選抜で選抜する３２人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（３８人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、面接の結果や調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路希望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度
　　(2)意欲
　　(3)表現力等

※面接については、１日目に実施
する。

学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１及び２のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、特に面接の結
果を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１．０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、長い歴史と伝統を持つ夜間定時制工業高校です。昼間はアルバイト、資格取得等など、時間を有意義に使うとともに、夕方か
ら登校し、工業に関する知識・技能・技術を４年間で学びます。卒業生の多くは仙台市内を中心に仕事をしており、地域を支える技術者
を育成しています。生徒達は、仲間と同じ目標を掲げて、コミュニケーション力を高めながら、生徒会活動や部活動、コンテストなどに
意欲的に取り組んでいます。

○求める生徒像
　本学科では、ものづくりに興味関心を持ち、工業に関する基礎的な知識と技術・技能を習得し、基本的生活習慣を確立させるとともに
学習意欲を高め、勤労意欲や安全教育の充実を目標としています。
　建築・土木に興味・関心があり、将来、ものづくりを通して地域社会に貢献しようと考え、意欲的な高校生活を送るために、次に当て
はまる生徒を求めます。
　１　基礎学力が身に付いている生徒
　２　基本的な生活習慣が身に付いている生徒
　３　他を思いやり尊重することができる生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

建築土木科学校名 仙台市立仙台工業高等学校 定時制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック

140



課程 募集定員 40人

8 人 （募集定員の 20 ％ ）

：

32 人 （募集定員の 80 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 250 点

：

　３　  面接 ４段階評価 （Ａ～D）
＜ 合　計＞ 445 点

　Ⅱ　選抜方法

　
　Ⅲ　社会人特別選抜：有

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 200 点

：

　３　  面接 ４段階評価 （Ａ～D）

＜ 合　計＞ 395 点

　Ⅱ　選抜方法

機械システム科学校名 仙台市立仙台工業高等学校 定時制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、長い歴史と伝統を持つ夜間定時制工業高校です。昼間はアルバイト、資格取得等など、時間を有意義に使うとともに、夕方か
ら登校し、工業に関する知識・技能・技術を４年間で学びます。卒業生の多くは仙台市内を中心に仕事をしており、地域を支える技術者
を育成しています。生徒達は、仲間と同じ目標を掲げて、コミュニケーション力を高めながら、生徒会活動や部活動、コンテストなどに
意欲的に取り組んでいます。

○求める生徒像
　本学科では、ものづくりに興味関心を持ち、工業に関する基礎的な知識と技術・技能を習得し、基本的生活習慣を確立させるとともに
学習意欲を高め、勤労意欲や安全教育の充実を目標としています。
　機械・電気・プログラミングに興味・関心があり、将来、ものづくりを通して地域社会に貢献しようと考え、意欲的な高校生活を送る
ために、次に当てはまる生徒を求めます。
　１　基礎学力が身に付いている生徒
　２　基本的な生活習慣が身に付いている生徒
　３　他を思いやり尊重することができる生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路希望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度
　　(2)意欲
　　(3)表現力等

※面接については、１日目に実施
する。

学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１及び２のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、特に面接の結
果を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１．０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．５倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から，特色選抜で選抜する３２人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（３８人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、面接の結果や調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１．０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学 各教科１００点満点

・国語と数学の学力検査及び面接を実施する。（面接については学校へ問い合わせること。）

第２志望とすることができ
る学科・コース 建築土木科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

4 人 （募集定員の 10 ％ ）

：

36 人 （募集定員の 90 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 97.5 点

：

：

　２　  学力検査 250 点

：

　３　  面接 100 点
＜ 合　計＞ 447.5 点

　Ⅱ　選抜方法

　
　Ⅲ　社会人特別選抜：有

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 180 点

：

：

　２　  学力検査 150 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 430 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学 全学年の評定を０．７５倍にする

社会、英語、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を１．５倍にする

国語、数学 各教科７５点満点

・　学力検査を免除し、面接及び作文を実施する（面接・作文については学校へ問い合わせる
    こと）。

第２志望とすることができ
る学科・コース 電気科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜
　　する３６人の１２０％の範囲に含まれる者（４３人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)高校生活への抱負
　　(3)中学時代の活動状況
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度　　　２０点
　　(2)表現力等　８０点

※面接については、１日目に実施す
る。

学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の特に２、３を重視します。また、本校で意欲的に諸活動に取り組み、自ら
充実した学校生活を送ろうとする意志が明確であることを重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を０. ５倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を１. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　『働くことの意義と学ぶことの喜び。相手を思いやり助け合う心。この貴重な体験を将来へ繋げよう！』
  本校には電子機械科・電気科の２つの学科があります。１クラスが数名ほどの小規模な学校で、どのクラスにも一人一人の〈居場所〉が
あり、互いの個性を理解し合い認め合う優しい雰囲気があります。授業は個別学習のようで基礎・基本からじっくりと学ぶことができま
す。実習は複数の先生が担当し、一人一人を手厚くサポートする体制が整っているので安心して取り組むことができます。
  生徒はしっかりとした技術や知識を身につけて資格も取り、人間性も高めて社会人として活躍できるように意欲的に活動し、充実した学
校生活を送っています。

〇求める生徒像
　本校「電子機械科」では、次の１～５のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　少人数で個に応じたきめ細かい指導により、基礎から学び、豊かな高校生活を送りたい生徒
　２　ものづくりや電子機械技術に興味がある生徒
　３　資格取得や様々な取組により優れた技術者を目指そうとする生徒
　４　働きながら工業技術を学ぼうとする意欲のある生徒
　５　仲間と助け合いながら高校生活に取り組もうとする生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 特色選抜　→　共通選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

電子機械科学校名 宮城県第二工業高等学校 定時制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

4 人 （募集定員の 10 ％ ）

：

36 人 （募集定員の 90 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 97.5 点

：

：

　２　  学力検査 250 点

：

　３　  面接 100 点
＜ 合　計＞ 447.5 点

　Ⅱ　選抜方法

　
　Ⅲ　社会人特別選抜：有

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 180 点

：

：

　２　  学力検査 150 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 430 点

　Ⅱ　選抜方法

電気科学校名 宮城県第二工業高等学校 定時制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　『働くことの意義と学ぶことの喜び。相手を思いやり助け合う心。この貴重な体験を将来へ繋げよう！』
  本校には電子機械科・電気科の２つの学科があります。１クラスが数名ほどの小規模な学校で、どのクラスにも一人一人の〈居場所〉が
あり、互いの個性を理解し合い認め合う優しい雰囲気があります。授業は個別学習のようで基礎・基本からじっくりと学ぶことができま
す。実習は複数の先生が担当し、一人一人を手厚くサポートする体制が整っているので安心して取り組むことができます。
  生徒はしっかりとした技術や知識を身につけて資格も取り、人間性も高めて社会人として活躍できるように意欲的に活動し、充実した学
校生活を送っています。

〇求める生徒像
　本校「電気科」では、次の１～５のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　少人数で個に応じたきめ細かい指導により、基礎から学び、豊かな高校生活を送りたい生徒
　２　電気技術に興味がある生徒
　３　国家資格の取得や様々な取組により優れた技術者を目指そうとする生徒
　４　働きながら工業技術を学ぼうとする意欲のある生徒
　５　仲間と助け合いながら高校生活に取り組もうとする生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 特色選抜　→　共通選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)高校生活への抱負
　　(3)中学時代の活動状況
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度　　　２０点
　　(2)表現力等　８０点

※面接については、１日目に実施す
る。

学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の特に２、３を重視します。また、本校で意欲的に諸活動に取り組み、自ら
充実した学校生活を送ろうとする意志が明確であることを重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を０. ５倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を１. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．５倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜
　　する３６人の１２０％の範囲に含まれる者（４３人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学 全学年の評定を０．７５倍にする

社会、英語、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を１．５倍にする

国語、数学 各教科７５点満点

・　学力検査を免除し、面接及び作文を実施する（面接・作文については学校へ問い合わせる
    こと）。

第２志望とすることができ
る学科・コース 電子機械科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 90人

36 人 （募集定員の 40 ％ ）

：

54 人 （募集定員の 60 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 0 点

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 100 点
＜ 合　計＞ 600 点

　Ⅱ　選抜方法

　
　Ⅲ　社会人特別選抜：有

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 625 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科Ⅰ部学校名 仙台市立仙台大志高等学校 定時制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、多様な進路希望に応じた生徒の自己実現を可能にする学校です。学習目的、生活スタイルなどの異なる生徒が、さまざまな科目
の中から受講する科目を選択し、自ら立てた学習計画に従って、主体的に学ぶことができる教育環境を提供しています。本校には、午前か
ら夕方までの授業を選択できるⅠ部と、午後から夜間までの授業を選択できるⅡ部があります。興味・関心や進路目標に合わせて授業を選
択することが可能で、時間割は自分で作成します。修業年限は４年ですが、必要な単位数が満たされれば、Ⅰ部、Ⅱ部とも３年での卒業が
可能です。

○求める生徒像
　本校のシステムを理解し、時間の管理と学習についての管理を自分でできる、次の１～４の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　自分の将来について具体的な夢と目標をもつ生徒
　２　基本的な生活習慣が身に付いている生徒
　３　自制心をもって自律的に行動するとともに，根気強く努力し続ける生徒
　４　社会のルールやマナーを守ることができる生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　集団面接
　２　時間
　　　２０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)その他
　４　観点
　　(1)動機・意欲　６０点
　　(2)表現力等　　４０点

※面接は、１日目に実施する。

学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１に当てはまる生徒を重視します。

評定は用いない。

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する５４人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（６４名）を対象として行う。
・　学力検査点、面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
  １　形態
   　 個人面接
　２　時間
      １５分程度
　３　内容
      第一次募集と同じ
　４　観点
　    第一次募集と同じ

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

・学力検査を免除し、面接及び作文を実施する（面接・作文については学校へ問い合わせるこ
と）。

第２志望とすることができ
る学科・コース Ⅱ部

学校
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課程 募集定員 30人

12 人 （募集定員の 40 ％ ）

：

18 人 （募集定員の 60 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 0 点

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 100 点
＜ 合　計＞ 600 点

　Ⅱ　選抜方法

　
　Ⅲ　社会人特別選抜：有

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 625 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科Ⅱ部学校名 仙台市立仙台大志高等学校 定時制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、多様な進路希望に応じた生徒の自己実現を可能にする学校です。学習目的、生活スタイルなどの異なる生徒が、さまざまな科
目の中から受講する科目を選択し、自ら立てた学習計画に従って、主体的に学ぶことができる教育環境を提供しています。本校には、午
前から夕方までの授業を選択できるⅠ部と、午後から夜間までの授業を選択できるⅡ部があります。興味・関心や進路目標に合わせて授
業を選択することが可能で、時間割は自分で作成します。修業年限は４年ですが、必要な単位数が満たされれば、Ⅰ部、Ⅱ部とも３年で
の卒業が可能です。

○求める生徒像
　本校のシステムを理解し、時間の管理と学習についての管理を自分でできる、次の１～４の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　自分の将来について具体的な夢と目標をもつ生徒
　２　基本的な生活習慣が身に付いている生徒
　３　自制心をもって自律的に行動するとともに，根気強く努力し続ける生徒
　４　社会のルールやマナーを守ることができる生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　集団面接
　２　時間
　　　２０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)その他
　４　観点
　　(1)動機・意欲　６０点
　　(2)表現力等　　４０点

※面接は、１日目に実施する。

学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１に当てはまる生徒を重視します。

評定は用いない。

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１８人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（２１名）を対象として行う。
・　学力検査点、面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
  １　形態
   　 個人面接
　２　時間
      １５分程度
　３　内容
      第一次募集と同じ
　４　観点
　    第一次募集と同じ

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

・学力検査を免除し、面接及び作文を実施する（面接・作文については学校へ問い合わせるこ
と）。

第２志望とすることができ
る学科・コース Ⅰ部

学校
ホームページ
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